


























対 象 期 間 2007年4月～2008年3月
（この範囲外の部分は当該箇所に明記）
















































































































































































































































































































































































































































































































































Environmental Management Report, University of Fukui
職員・学生数（08年5月1日現在）
学　長 理　事 監　事 合　計
1 6（3） 2（1） 9（4）
●役員数
区　分 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手 教　諭 事務等職員 合　計
事務局 257 257
教育地域科学部 60 35 7 3 74 1 180
医学部 47 38 38 130 4 554 811
工学部 71 60 17 16 1 24 189
各センター 11 14 2 1 3 2 33
合　計 189 147 64 147 11 74 838 1,470
●職員数
（ ）は非常勤で内数
区　分 1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次 合　計
教育地域科学部 172（2） 176（3） 173 194 715（5）
医学部 157 161 170 163 105 94 850
工学部 585（11） 566（13） 622（28） 738（27） 2,511（79）





研究科 区　分 1年次 2年次 3年次 4年次 合　計
教育学研究科
修士課程 31（5） 57（8） 88（13）
教職大学院課程 34 34
医学系研究科
修士課程 7 11 18
博士課程 17（1） 11（3） 18（3） 49（1） 95（8）
工学研究科
博士前期課程 257（23） 261（19） 518（42）
博士後期課程 26（14） 29（14） 75（21） 130（49）
合　　　　計 372（43） 369（44） 93（24） 49（1） 883（112）
●大学院学生数
●児童・生徒・園児
校　名 1年（低） 2年（中） 3年（高） 合　計
小学部 6 6 6 18
教育地域科学部附属
中学部 6 6 5 17特別支援学校
高等部 7 7 7 21
合　　　　計 19 19 18 56
（ ）は外国人留学生で内数
区　分 教育地域科学部 医学部 工学部 教育学研究科 医学系研究科 工学研究科 合　計
研究生 3（2） 39 3（3） 5（4） 1（1） 51（10）
科目等履修生 7（1） 3 1 11（1）
特別研究学生 1（1） 1 4（4） 6（5）
特別聴講学生 12（11） 16（16） 28（27）




校　名 1年（三歳児）2年（四歳児）3年（五歳児） 4 年 5 年 6 年 合　計
教育地域科学部附属小学校 79 76 75 72 68 77 447
教育地域科学部附属中学校 118 120 117 355































4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
利用件数（件） 1 2 3 2 1 1 3 4 17































































































































































































































































































































































2007年 1月 I SO14001に関するトップセミナ （ー福井事業所の環境貢献活動）開催










































































































CO2排出量（t-CO2） 522 438 409
延べ作業人員（人） 176,418 158,000 157,497
延べ工事車輌（台） 3,380 1,550 1,467














































環境指標 基本値※1 目標値 実績値 備　　考
混合廃棄物排出量（Kg） 154,055 84,720 58,500 資源ゴミ以外の混合廃棄物量
グリーン購入量（千円） 67,630 88,725 61,259 グリーン調達物品購入金額
型枠代替率（％）※2 17.7 38.1 39.2 木製型枠を鋼製型枠等に代替






























































4月 5月 6月 小計
2007年度（導入前） 207,781 151,677 167,297 526,755
2008年度（導入後） 182,539 123,394 137,151 443,084








































































































































目　　的 目　　標 実施計画 自己評価環境方針
CO2の総排出量の削減 1-1.前年比1％の削減＊1 CO2排出節減の呼びかけ △
重油暖房から電力暖房へ
エネルギー使用量の 1-2.前年比1％の削減＊3 自動消灯装置の追加設置 △
削減＊2
学内広報による節電要請
紙使用量の削減 1-3.前年比1％の削減 用紙の両面利用（コピー、プリント）の呼びかけ △
資源ゴミを除く廃棄物 1-4.一般廃棄物量（資源ゴミを

















生協との相互支援 4-1.生協職員のISO関係委員会への参加 委員会への参加 ○
学内環境美化 4-2.学内一斉清掃の実施 一斉清掃を行う ○
環境活動に対する全員参加 4-3.環境保全活動の呼びかけ タバコのポイ捨て禁止のキャンペーン ○
学生活動への支援 4-4.学生ボランティアの組織化 学生ボランティア活動への支援 △
紙、水の使用量削減 5-1.紙、水の使用量削減 委員会との連携の密接化 ○
ゴミ分別の促進 5-2.分別排出の実現 大学のルールの準用 ○
環境教育 5-3.学校教育の中での環境教育の充実 環境問題をテーマとした教育の促進 ○
PTAとの協力 5-4.地域での環境保全活動 PTAへの環境保全活動の呼びかけ ○
実験薬品の安全管理 5-5.実験薬品の安全管理 保管庫での保管 ○
排水・廃棄物の適正処理 厨房管理と委員会との連携の密接化 ○
食品包装（弁当箱）の回収 6-2.回収可能弁当箱の促進 弁当容器販売数の60％を回収 ○
エコ商品の販売 6-3.エコ商品販売率の向上 エコマーク商品の優先店頭配備 ○
環境負荷の総合的低減 － ○




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































文京地区 前年度比 約5.0%（5,100GJ） 増加
附属学校園 前年度比 増減なし
松岡地区 前年度比 約0.1%（ 300GJ） 削減
文京地区 前年度比 約 3.8%（6千t） 増加



















































































































附属学校園 前年度比 約 2.7%（ 10t-CO2） 増加
松岡地区 前年度比 約 5.5%（940t-CO2） 増加
文京地区 前年度比 約 5.5%（0.21t） 削減
附属学校園 前年度比 約 7.2%（0.05t） 削減











































































文京地区 前年度比 約 0.1%（0.01t） 削減
附属学校園 前年度比 約 133.3%（0.04t） 増加
松岡地区 前年度比 約 19.4%（1.47t） 削減
 単位 03年度 04年度 05年度 06年度 07年度 基準値
排ガス ng-TEQ/m3N 0.0054 0.26 0.038 0.039 0.04 10.0 
ばいじん ng-TEQ/g 0.14 0.64 0.021 0.32 0.35 3.0 
















































































































 キャンパス 03年度 04年度 05年度 06年度 07年度
 松岡 2.4 2.4 2.8 3.4 2.7
 文京 4.9 4.9 5.4 6.5 7.8
 小計 7.3 7.3 8.2 9.9 10.5
 松岡 1.7 2.6 3.0 2.1 2.7
 文京 3.8 4.1 7.0 5.3 6.6
 小計 5.5 6.7 10.0 7.4 9.3






























324.7 324.7 327.7 327.1
文京地区 前年度比 約 8  %（8.0t）増加























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Environmental Management Report, University of Fukui
●食と環境 ミミズのコンポスト
Food Reuse Project




























































































































Environmental Management Report, University of Fukui
●環境にやさしい水中での光を用いた有機反応
工学研究科


























図1 気道感作性物質ラベル 図2 皮膚感作性物質ラベル
●職業性感作性化学物質の現状と対策
医学部 国際社会医学講座

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































課長補佐 中山 元太郎 氏
閉会の挨拶
福井大学 教育地域科学部 教授 中田 隆二　










































































































































































































































































































































Environmental Management Report, University of Fukui
23 環境省ガイドライン対照表
求められる項目の記載状況（自己判断）




BⅠ-2-1   報告の対象組織・期間・分野
BⅠ-2-2   報告対象組織の範囲と環境負荷の捕捉状況
BⅠ-3 事業の概要
BⅠ-4 環境報告の概要
BⅠ-4-1   主要な指標等の一覧




MP-1-1   事業活動における環境配慮の方針























































































































































































教育地域科学部 芸術・保健体育教育講座 准教授  湊 七雄
風力発電装置（福井県国見岳）と7月の青い空・緑の木々から色が抜かれ
る事で、私達が省エネルギ ・ー自然エネルギーの利用を働きかけ、調和の
取れた世界が必要であることをイメージしてデザインしています。
